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この 度 、 国七館大学体育学部 学 上 委 民会 ( スポーツ車地防止対 埼 小吏貝金 蚕 田長 : 椛沢蜻 並 
数 技) は、 イスポーツ事故防Ⅱ :マニュアルⅠを 発行することに 仕りました。 本冊子の廃斤目的 は、 
主として 甲成 14 年度の国上祐大学 幸睦 キヤンパスにおいて 珪 出したスポーツ 旺 紋を典椎に 、 リ 
スクマネージメントの 考えを埋木におきつつ、 神来におけるスポーツ 申 拉の抑制と防止 ト また 
下枝 尭 生時における 披吉 の 恩 小唄廣の抑制と 適切な対応を 確立するところにあ ります。 
本 冊子中に指挿されていますよ う に、 平成 14 年， 4 月 18 円、 体操舞技女子郎皆に 頭椎・ 胡揮冊 
侮 という古人 臆故 が発生しまⅠ た 。 また、 同年 6 月 10 口 、 新体 掘 男チ 冊屈 にも 曲側 の車地が地 
出しています。 オリンビ， クや アジア大金寺の 国鹿火舎および 各 冊の全国大会を 日指して円々 
努力している 各 タラ フ串軸 にとり、 何人や団体の 朋 技 力向上と「内在する 厄検 社日との 曲 係を 
軽視ないし無視することはできません。 ただスポーツキ 故の発生をⅢれるあ まりクラプ 活劫 そ 
のものを抑制もしくは 葉山することは、 「角を俺めて 牛を牡 す 」の 咄 えのごとく、 曲 味があ りま 
せん。 車菱なことは、 クラプ活動中の「内在する 億段 性」を 如向 に抑制し、 また 隈 りなくせ 口 
に 近づけられるかということであ ると 魑 われます。 そのためには、 過去において 生じた 棲 々 な 
スボーッ 卑故は 幼時のこと、 平成 14 年度中に甘いて 生じた群牧 を鉾 細かっ 客何 的にめ 折 ・ 牡柾 
し 、 またそこから 技 々 住曲睡点 を学習することにより、 神来におけるスポーツ 事故の防止にこ 
れを生かすことにあ ると 魑 われます。 
本 冊子を穏 撫 するに当たり、 スポーツ事故防止対策小委皮金では、 主として 孝臣 キャンパス 
に睡ナる クラプの部長， 珪冊 ・コーチおよびキャプテンへのアンケート ( ヒヤⅡ・ ハ，トの宙 
臣目在 ) を行いました。 また急病， 襄 放免生時の対 芯は ついての申し 合わせ 耳頃 、 救急車 要締 
時の対応、 日 串 医科大学 付屈多採 永山窩 暁 との 抄荻に曲 わる 曲定吏 、 故地廣田 荻 関一文、 救 患 ． 
車要 摘記 温用仮 および平成 14 年度 : 各年 キ十 ンバス 卸外 活動タラ フ 一 % 、 轄外 活動クラプ 培宙 
・ 桶古 保険 ( 任甘 ) 加入 扶睨 等も併せて取りまとめています。 
本刷チをお読みいただく - 甘の方々には、 四十能大学各年キャンバスで 口々活動 L ている 各 
俺の諜 外 活動クラプの 現状をご理解頂きたく、 また学生・ 保荻 者の万々はじめすべてのクラプ 
曲係 者には 必埋 かっド骨な典 甘 の 招 俺を保持して 頂きたく、 これによりスポーツ 甲 故の町 桂 な 
限りの抑制と 防止および適切 廿対下 の一助に仕れ ば と切に届うものです。 
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じめに 
国士舘大学が 多 屋 キャンパスに 軽いて 拙悪 % を 妻紅 し、 栢 構音 が暉暁位丑 へ % 曄 きれた年度別口 曲 
が囲 Ⅰ 、 2 に示されている。 なお、 各年度の 朋苗は 、 4 月 T 目 より盛年 3 月目 口 とした。 平城サ 4年度の デ 婬" …、 ， " 。""
一タは ついては特別の 穏味を持つものとなった。 す枯ねち 、 平成年 甘月 他日に 俺 生した 車推 ・ 転 博打 
妬む故であ り、 さ 臼に ] ケ 月もたたぬうちに 2% 目 の 輻推 ・ 笘穏担億 Ⅰ故が転生したこ ヒ で曲る。 
スポーツ覚使 と スポーツ事故 : 
スホーツ 外何 どは、 各珪 接種目白 株 に内在する要因によって 引き起こきれ 奇捷 甘として 珪俺に睡 b ㌦ 
レクリエーションを 目的としたスボー ツ でも 丹宙は 発生することが 捧 U 、 いわぬる 柵拉 スポーツの 石 合
では、 外 杵は日常的なものであ り，ぜ口にすることは 不可 拉と 思われる。 一方、 スホーツ 宙故は 、 鮭 
姓の要因に屈手なちびに 田岡の不在庄、 其の粗み、 体俺 不良祐 ど 主として人的要因 が 加わり托生する。 
発生したスポーツ 車 故の町 床 として、 繍揮は棋症 でおり、 た % 元口拉しても 俺技 スポーツ 丑手 の % 台・ 
元逼 りに バ フォーマンスが 戻る確 柾は なく、 何 % ゆ人生益 叶にモ 大きく 由 わってくるⅠ 
スポーツ事故防止対策小委員会の 発足 : 
平成 14 年度初頭に 尭 生した立件の 珪大才故からの 反曲 を甘 手エ て 、 体育 宇 部 串 佳幸 貝 会は「スボー 
ツ 事故防止対策小委耳金 J を発足させた。 
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Ⅰ休み・冬休み 周辺の時期には。 発生 件 盤曲枕 少描向 が見 巨 れる。 特に、 千月から 3 局の凄い季節に 
その 偶 何 % 理い 。 
発生場所 : 
留 4 に発生毛 所 と発生拉が 捷 かれている。 体 百館でめ描出数が 圧億曲 忙婁 いのがわかる。 佳苦 宙の 
仁道上の曲 巨 点も指摘されてきている。 
搬送 先 救急医療機関 : 
穏澤先故急揮繍援穏 のりストを別表 ( Ⅱ～ 12 項参照 ) に 鱒プた 。 な宙 、 この中で日本理科大学竹牌 圭 
車 氷山 繍 梶ほ、 佳辛 七 % 大サ故にて 拉送 され 肱 % を 亜 けるれ壷が 圭く ・本学体育学部との 何で「 接臆 
に抽 わる協定田」 <9 車鞍照 ) を由り交わした。 
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搬送時の病態と 病名 : 
搬送時に故敵軍裏 前席 祇に宙 かれていた 府梅と 病名を取り上げ・ 図 5 として示した。 なおこれらの 
病名は、 搬送 先 医療機関によって 決定されたもので は ないことを断っておく。 母を見ると、 頭部打撲 
と 脱臼の多さが 目立っ。 頭部打撲は， 頭臆 内出血などの 俺 大な 軒窩に穏理 する亨も多く、 経過観察 が 
求められるものであ るが、 これらの 5 症例ともその 後のフォロ一にて 出血の証拠は 得られていない。 
軍 大卒 枚 として取り上げなければならないものとしては、 平成 1 4 年 4 月 1 8 田に発生した 頚椎 ・ 
輔鯛担侮 であ る。 段違い平行棒からの 蕃地失敗により、 体操競技部の 女子選手が頭部より 落下し、 軍 
大な後 迫症が 撲った親権 ・ 頚 側 であ る。 この車 故の 「力角後にも、 新体操部で同様の 事故が発生 
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Ⅰ図 5, 批送 時の病根と病名 
仮圧宙 
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これは平成 14 年更に 、 主として 多華 キャンパスにおける 各 クラフの部長、 、 コーチ、 主将に対 
する「スポーツ 事故に関するアンケート 調査りてあ る。 回収されたアンケ - トは、 22 クラフからのも 
のであ り、 それをまとめたものであ る。 
▼表 1 . 退去に経接した 病態ならびに 病名 (22 クラブのアンケート ) 
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過去に経験したスポーツ 事故 : 
「 咀 主に 臆検 した 痛曲 な ち ぴに病名」についての 硅苗に 対して・ 回筈 のあ コた佃 タラフの 拮果 を表「 
に 幸ヒ めた。 主として室内にて 活動する タ ラフが 10 タ ラフ、 屋外において 活地 する タ ラフが 8 タ ラフ 
であ り、 それらの指導 昔 ならびに手生か 日報告きれた 持拮 および 溝 宅であ る。 この表からは タ ラフに 
特異的な病名は 見出し 碍 ない。 脚立錐をはじめ、 頭部、 骨・ 俺節 、 肛や筋肉に強い 外力が加わ コて 群 
生するものが 目立つ。 舌 た表 2 のように、 Ⅱ タ ラフより 臆故 防止に辞するお 見として「スポーツ 蹄坑 面 
から」と「 枯伸 ・心身面から」の 商宙 の指摘ちされている。 礒境 異常による 抽中庄 七室内、 度覚査問わ 
ず多く報告きれている。 
▼表 2. 事故防止に関する 意見 (1 8 クラフより ) 
  
体育 毎 の梯立木 打碑、 且乱 "" 。 " 。 ". 
[ 輯の肌 造 ，常足 田笘 Ⅱのは ハ レ - ポール 伍 、 廿サ俺技坤 
何 要望なと ) 丘 クラフが指摘 
クランドの照明色 田 
( 串 いこどなど ) 
口上田， ヲ ダ ビ 一ロ・ サノカ 一内 
3 クラフが 括府 
グランド立地の 帝 さ ソフトが - ル 甘 
なれない 牡 目凹 ホ弗甘 
体ヨ 不良 
6 クラフが 揖抽 秦 エ群 芭は 笘笘笘琵帝竜で 名玉 琉ト 
ンロ、 9 イフ 甘ャ ピンク 何 
小江 肚 ，毎のめるみ 壬 甘辞 甘、 レス @ ノヴ甘 
2 クラフが 指荻 
ヒヤリとした 経験 : 
串廿に活助中 ヒヤリどした 俺踵は ついてまどめてみた。 先す 今回のアンケートに ヒヤ りとした 種 % を 
配睦 していない 10 タラフについて 甘皮したい。 タンス部に腐しては 身体 田抽 の 性 背上、 ヒヤ り 珪珪 の 
紀朋 がなか コ たのは 拍待 できる。 しかし、 その他の 9 タ ラフ、 すなねち減しい 身体 活劫が 伴うこ ヒ が 
必至であ るのにもかかわちず、 全くヒヤリ・ハット 桂枝がないということほ 理屈に苦しむ。 一万、 撞 
恩 あ りの 12 タ ラフより 囲 6 のようなコメントがなされた。 各 タラフに 特世 的な要因、 すなわち 活 在す 
る 危接 因子が見て取れる。 
▼図 6. 活動中にヒヤリとした 桂枝 は ついて 
(22 クラフアンケートより ) 
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ハ イ ン リ ッ ヒ の  法 則  :  
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図  7 .  ハ イ ン リ ッ ヒ の  法 則  
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Ⅰ Ⅰ  
こ  の  ヒ ヤ リ ど し た  佳 典  は  つ い て 、  ハ イ ン  リ ソ ヒ  の 湖  則  (  面  7 )  を 招  介 し 元 い 。  ノ  v t  イ ン り ノ ヒ  の  抽 則 は  、  労  
伍  挺 出 め 祐  上  に 曲 わ る 時 に  必 ず 出 て く る も の で あ  る 。  す な  む  ち 、  こ の  月 牲 宙 帝 は 、  ]  つ の  吏  六 ワ  故 芋  託   
生 す る 協 合 ， 笘 の  外  佃  な ・  ビ め  甘 み  拮  ね が 存 在 し 、  さ ら に  そ  の 下 に は  身 牡 に  后 宮 が 加 わ ち  桔  い も の め  、  し  
か し  8  帥 も の ヒ ヤ リ  珪  % を  現 俺  で は し て し Ⅰ  伍  、  と い う  に 棚  何 で あ  る 。  こ の 曲  は  、  あ  る  程 按  ス ポ ー ツ  宙  故 の  
分 析 に も 応 用 で き る も の  七  %  わ れ る 。  
早 成  1  キ 目  月  、  屈  土 宙  大 学 睾 卸  キ ャ ン パ ス で  晃 生 し た  雙 椎  ，  俺 且 魏  な の む 冊 を 当 て  性 め て み る と 。  温  大  
田  故  托 生 の  苗  i C  は 押 も の 母  折  、  脱 臼 ・ 、  描 牡 勒  、  俺 や 肪 の 斬 穏 な  ， ど の  外 音 桶 牡  が あ  コ  た で あ  う  う 。  こ れ ら  
の  井 田  経 億 は  、  朋 技  ス ポ ー ツ  め 現 町  に あ  い て 、  泣 け る こ と は  不 可  緩  で あ  ろ う 。  そ し て 、  缶  タ ラ フ  驚  Ⅱ 住  
も ち ろ ん の こ ど 、  部 長 、  生 母 、  コ ー チ 毎 の 指  町 者 に ど り 、  毎 日 の 笘  笘 も  古 称  た  ヒ ヤ リ  珪 桔 は 抑  0  く ち い  
の  柑 み 尭  ね が  あ  フ  た の だ ろ う と  推  刊 さ れ る 。  
4  皿 。  ， ， ッ ，  "  。  。  ・   " "  、  
技  大 本  故  防 止 に 向 け た  提 言 を 宙  免  古 き に し て ま と め る と 、  以 下 の こ と が あ  ば ち れ る 。  
の  各 種 ス ポ ー ツ の  事 故 特 性 を 知 る こ と 。  
② 外 傷 は 減 少 さ せ る  努 力 を す べ き だ が 、  こ れ ば か り は  不 可 避 で あ  る 。  
外 傷 を 重 大 耳  故  防 止 の た め の  反 省 材 料 に す る こ と  (  ハ イ ン リ ッ ヒ の  法 則  )  。  
  ㈹ ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト  経 験 を 軽 視 し な い こ と 。  
① ス ポ ー ツ に  関 わ る 資 材 、  機 材 の 整 備 を  怠 ら な い こ と 。  
⑤ 体 調 の 変 化  (  内 科 的 な も の  )  を 甘 く 見 な い こ と 。  
⑥ 油 断 、  気 の め る み が  意 外 と 重 大 事 故 に  甘 が る こ と 。  
⑦ 体 育 館 で の  熱 中 症 の 危 険 性 が  大 き い こ と  (  積 極 的 な 換 気 対 策 が  望 ま れ る  )  。  
⑧ 少 な く と も  年  ]  回 の メ デ ィ カ ル チ ェ ッ ク を  受 け る こ と 。  
⑨ 応 急 処 置 に  関 す る  議  睦 な ど の 要 望 が あ  れ ば 、  ス ポ ー ツ 医 科 学 科 の  各 専 門 医 に 相 談 す  
る こ と 。  
Ⅰ    
ん ユ い  









国士舘大学 姜珪 キャンバスのスボー ツヴ ラフ は 、 国内をほじめ 世界に向けた 冊技 スポーツを行って 
として、 スポーツ 外桶や 祐里の不良は 日常的なものとなっている。 しかし、 幸くの 耳 手は日ごろの 世 
抹 の 俺執 として，坐しの 休丑 や しハピ りなどで、 俺技 スボー ツ に 稜甘 しているのが 現状であ ろう。 
このスポーツ 下枝姉上マニュアルの 目的どするところ ほ 、 上記のスボーツ 外佃帝どを ゼロにしよう 
とするものではない。 棄 大事故をゼロにしたいのであ る。 重大耳 仮 の % 台、 リハ ピりテ n ションなど 
によりあ る程度国位しても、 用技 スポーツに元通りに 細汚 する 碓柾 はなく， 幸た 将来の人生授付 に 告 
大きく 揺 Ⅰすることになろう。 このマニュアルの 薫曲 するところ モ抽拝 者が理解し、 スボーツキ 大 Ⅰ 
故のゼロを目指して、 日ころのトレーニンバに 励んでいただきたい。 
平成 ]5 年 3 月 スポーツ 窩故 防止対策 小圭 貝金 委俺展 椛 @ 尺 寸吉日 ム 
??????????ャ??????????
      





       みげ i 手 





   













  すがや出血の 応急手当 :   
?????
Ⅰさらに圧迫包帯をすそ 
出典 ;  「アウトドアライフ 
汝 ねマニュアルⅠ 
～いざという 時に 
役立つ 牧志 の 畑臆 ～ 
去 音 太田洋一 
200Q 年旺 葺社 東京 
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] , 多摩キャンパス 内における救急車の 要請について 
急病や桂我などで 救急車の要詰を 求められた % 台にほ 、 速やかに救急車を 要 臆 する。 安た、 何人も 
既に救急車の 要 軒 をした旨の報告を 受けたら直ちに 丑佛室 ( 四棟 6218 、 外桶 042-339 、 7240) に連笘 す 
る。 同時に、 開室の時面 帯であ れは、 体育宇部車群 室 ( 内窩 6200 、 外糠 042-339-7200) 、 健康 筈理室 
( 内繍 B22% 外板 042-339-7206) にも必ず救急車が 来ることを 連抽 する。 その 連 培を受けて 丑條且は 
救急車のスムースな 襄 訂を行う。 
苗た 救急車の英布を 行 う瑚 合は、 宴話 を行 う 体育学田草 務 臆見、 健車笘理室劫務 き、 牡備 員のいず 
れかが救急車 要岳妃 現用紙に必要 オ 項を配 入 する。 拙悪車の 要詰が 既に現特において 行われている % 
台でも， 同窩に 要石 者 が必ず体育学部 臆務睡 ないしⅠ 冊室 に連 拮 することを原則とし、 このとき、 報 
告を受けた番が、 故 詰草 要 前記現用紙に 必要 手 項を記入する。 
救急車の要 肝番 が体育学部 牽 荘重、 健廉笹理 室、 Ⅰ 傭 案に連 括 せずに救急車を 要 笛し 、 かつ救急車 
力 働訂 する % 台には、 サ備且が 救急車 要臆 記録用 笘に 必要 ワ 項を記入する。 Ⅰ偏見もしくほ 拙悪 車要 
臆見 俺 用紙に記入した 者は、 救急車の要硅を 行った タ ラフ指導者もしくは 部員などの曲 係 者に対して、 
必ず、 位田・学生，厚生課に 転 弗に @) いても報告するよう 告げるものとする。 朝日経 コ ても報告のな 
い % 台には、 必要に応じ学生・ 庫主 娃 のは且が曲節者を 呼び出し、 も彼の報告を 亜ける。 この救急車 
婁臆出 現用紙は・当日もしくは 翌日、 学生・ 4 生 株が集約し、 仁君 し 、 同時にコビーを 曲 吏部署・担 
当者に配布する。 
2. 多車 キャンパス内で 急病・怪我などの 事故が発生した 場合の対応について 
胡 重の時 甘帝 であ れは、 健俺皆理垂が 急病、 怪我などの 4 故に対応する。 救急で産前 抜曲 の受診 が 
必要な % 台には、 医 攻抜 曲 の 招介 、 救急車の要臆などにも 対応する。 ただし、 休日や夜曲などで 健簾 
笘理垂が 胡塞の % 台には．掲示に 基づき、 当さ昔が各自対応するもの / する。 キャンバスガイドの 当 
接 部分の拡大コピ 二 近隣 医捺甘俺 に曲する 窩示は 、 枯枝 笘理室 前、 車群宝前に張り 出し、 救拮 対応 
についての 注臆宙 きど 妾痒 地区五 % 世 球技 抽の カイドを、 学生・ 耳 主謀、 体育学部車 靭室 、 億康笘理 
室、 廿輔 室などの管理部 H 、 新体操、 体操用 技 、 タンス、 レスリング、 ウエイトトレーニンクなどの 
俺費鵠 、 アリーナ「・ 2 、 柔道 勒 、 剣遵掲 、 相牡皓 、 ラダ ピークラウンド ，陸上簾 技劫 、 田川プール 
等に常備し、 体育学部の専 任執且 ，多年キャンパスで 棟 % を行 う クラフの指導昔にこれらの 黄 料を配 
布 する ヰ 
3, 多屋 キャンパス内での 重大事故の対応について 
多角キャンバス 内で、 死亡コ故、 百時なスポーツ 外臆や事故もしくは 急病が発生した 時は 、 直ちに 
その再案を知 コた執 臆見もしくはⅠ 傭屈は 、 体育学部学生主任に 迫 皓 する。 学生主任は、 事故の連絡 
を受けるど同時に、 体窟 学部長および 曳連 部外 に迅憶 すると共に，事故 宙 報の収集並びに 卑 故吾本人 
および事故昔の 家族等に対して、 即時適切な対応を 行うものとする。 
4. 針筋や急病に 対する応急処置法 は ついて 
スボーツ 指 4 者、 憶 手に対する外使や 急病に目する 肺患 処丑法は ついては、 別途日程を決め 面 切 
な処 仁 がでさるように 紙 留金を面催する。 
5. 学覚者への対応について 
本字の学生と 合同無苦や対抗 拭 合などの目的で 来校し、 丑廿 キャンバス内の 施設で何らかの 処 杜を 
要する急病や 外前に学覚者がⅠ 排 したとさは、 原則として学内の 者と同棟に執悪対応する。 但し 、 休 
日や夜間などにおいては、 学内の者と同様に、 キャンパスガイドや。 掲示に基づき ，当事者が各自対 
応するものとする。 
学覚者が、 施設使用願いにより、 学内の施投を 使用して、 怪我や手故にあ った場合は、 俺則 として、 
使用者が自己Ⅰ任の 下で コ故や捕 気に対応するものどする。 大字 は 事故に対する 一切の笘任を 負わな 
し ⅡⅠ 
?
   
Ⅰ ，ヰ 
  13: 国士館大学多摩キャンパスにおける 急病・ し曲 発生に対して 
1. 救急車を呼んだときは 下記に必ず違格してください。 
弗 室の時間帯 は 佐田学部 9 群 室 もしくは   に 丑皓 /  仮田 ，休日はⅠ 備案 に 連皓 
急 電話番 オ 
1 健康管理室 内線 622e ■1 042 一 339 一 7206 ㎝ Mg ～ PM7:30) 
  備 室 内線 62 1 口 1 042 一 339 一 7240 (24 時間 ) 
2, キャンパス内の 急病・ 臆 故には、 日本医科大学行屋 多華 永山病院 
(0 4 2 一 37 1 一 2 1 1 1) と % 牡 しているので、 滋 皓の上受診して 下さい。 
3, 応急手当や救急 席 院の紹介など、 嫡室の時 苗 窩は健康管理室で 行っています。 
4. 夜間，休日の 救急医 擦 機目は、 「 7 : 多膵 市の救急 錘擦 体制 ( 休日 誘瞭 ) の案内」 
を 参考にしてください。 
( Ⅰ前に担当 苦 跡付 舶 しているか問い 古わせて % 摩のこと ) 
   24 時葡 口話で曲ける 侮庶機使乗内 ひまわり ( 東京都 捧簾枯報 センタ一 ) の 
櫛主 奇手 圭は 0 3 ～Ⅰ 2 7 2 一 0 毒 0 毒です。 
臆病のとき、 受診 先が 佃からない % 台にほ 、 問い合わせてください。 
: 救急車要請時の 対応 
    ??
  
何席 者 4 億 俺宙 在室づ 柚屋臣 ; 用繍舌 "4 拍"" 執 名車 
①健康管理室の 行動 
      ●体育学都卒務室の 行動 
缶億寅に 五牲   苗億 主に迫 路 
  
体育宇部 ワ臆室 に違格   億臆笹 在室に 吏俺 
救急車 要 前記 俺 用紙に記入   荻伍車耳甘比牡用睡に 理人 
  
笘 撰者対席         
      
    
  
          
  一， -      健康管理室 @ 
  
  
    桟軽 億 Ⅰ 
    
          
      
      
      
ⅠⅠ '' Ⅰ ' Ⅰ 1 ' " ヰ 臆Ⅰ @ 。鞭 Ⅰ " 'Ⅰ @ Ⅰ ヰ 1Ⅰ""" ' Ⅰ' ィ Ⅰ '
、ル   
!  msnw&@xffi 臆 "" ヰ -1 ⅠⅠ @@田 執も 拙 垂 サ臆席俺用舐に 封庵 Ⅰ 接入  
Ⅰ  








Ⅰ " 一 
  















5 : 診療に関わる 協定書 
??
     
smvm@viKm 
席 市正 冊 古年神 憶舛田串田 オね ( 拙下「甲田仮田上持主手珠曲学田 ( 以下 







珪 接角 舌宙 ヰ耽 二年 年占・ 珪 片脚曲用 砿 キ 屯田舟 甘た廿宙軽も 椙 ま田舟鞍味干草 白手む田 サォ串曲圭ヰ ・ Ⅲ 車 R 力
年 4 車 俺甘 、 革め毎キⅠ 描拝圭コ明辛 拓生田姉 %寒キ 品柚コ牡  中生 甘卍圭円 
ianp@, 
括 4%  せ曲れ  推 Ⅰ 士 4% 甘ワ 弔可俺せ 田サ才色 4 
手叶 14 年 丑耳 1   音且
  
  
 ト  
萩誌車療捕卍凍用抵 Ⅰ土耳大手車 耳 桂介 
  




6: 救急車要請記録用紙   
       
    
1 ""4 -     ⅠⅠ 
??
    
屯 
丁日Ⅰ 375-9999  多摩消防署内 
24 時間体制で都内全域の 病・医院の案内を 行っています。 
●消防庁災害救急情報センタ 一 丁 日 」 042-52]-2323 
Ⅰ在庫車内ひまわり 情報センタ一 丁 三 」 03-5272-0303  http://himawa Ⅱ． tokyo-hpc.or.j 口 
●外国語 医 億席 報 丁乱 03-5285-8181 ( 午前 9 時～午後 8 時 英語等 5 言語 ) 
●聴覚・言語 睡 がい者 FAX  03-5285-8080 
    ニ -- 健康センタ一内 休日、 平日華 夜 診療所 
丁日Ⅰ 375-0909 
休日 且間 ・ 準荻 ・平日及び上 曲日 の年夜にき病人の 診療を行っています。 
診荻は 億席センタ一内で 行 コて Ⅱます・ 遥圭 舌の際は、 健康保検証を 持参して下さい。 
也   一      針目 Ⅰ 受付 出 
休 日 日曜・祝日・ 年末年始 内科・Ⅱ、 児科 午前 9 時～午後 4 時 30 分
休日半夜 (12 月 29 日～Ⅰ 月 3 日 )   午後 6 時～午後 9 時 30 分
平日年夜 平日   午後 7 時 一 午後 9 時 30 分
午前 9 時 一 午後 5 時 
午後 6 時 一 午後 10 時
午後 7 時～午後 10 時
下日Ⅰ 376-8009 
休日の昼間の 歯科応急診療を 行っています。 
診 掠は健康センタ 一内で行っています。 Ⅹ受診の際は、 健康保険証を 持参して下さい。 
  ア舟 Ⅰ     
日曜・祝日、 年末年始 午前 9 時 一 午後 4 時 午前 9 時 一 午後 5 時 
(12 月 29 日 一 1 月 3 日 ) 
●休日診療当番医にっきましては、 ホームページ・ 多摩広報にて 掲載しております。 
Ⅰ 医療機関に受診の 際は 、 l 
診療時間等が 変更している 場合があ りますので 
電話でご確認の 上 お 越しください。 
多摩市 医 師 会 
TAMA Cl  Y Me6  c@  Assocl   ti   n 
〒 206 一 00 Ⅱ 東京都多摩市関戸 4 円 9 一 5 
多摩市立健康センタ 一内 4 階 
下日Ⅰ : 042-372-3488  「 AX  : 042-372-8788 ジホ ム ペ httD:77www  .tam  .tokyo.med.or.JD/ 
掲載内容は平成 13 年 1 月現在のものです。 
( 多摩市かかりつけ 医 機能推進事業 ) 
  
8 : 救急医療機関一覧 
東京都八王子市保健所 八王子市旭町 13 日 8 0426(45)5111( 代 ) 
?
  
名 称 帝 九 % Ⅰ 括 ぬ牡ぉ 卑官       








  王子・  
   
?
 
?   
    
｜  
  
    
一 「
東京都南 多 確保健所 
東京都町田保健所 町田 
  
@ 摩 南部地域病院 







八王子市旭町㌻Ⅰ M96 一 22 一 7268 
m 永山 2 一 ] 一 5 042(371)7661( 代 ) 
04%  一 %  一511l 
0 盤古 ト 77 一㏄ 31 
市中町 2 一 13 一3  0427(22)0621( 代 ) 
  
  
内 ・ 甘 ， 外 ・ 眼 ・ 皮 ・ ひに ・ 放 
  




・ヤ干 弩 ， と Ⅰ 、 ・ サ F ト ・ ・ 席 E 箸 i..  , 
  
  







       ， 一 ・ ， ・・ ; 出1[ 三正 臼 1%  ユ 」 エ ニⅠ・ 上 -. ニ--,-- 生井Ⅱ・・ - ‥ L 二ニ 二 p Ⅰ           
一        
田 サすヨ はノき  「 
折ラ守 i 」， 






  町田市 り ⅥⅡ 523   ㏄ 牡 -95 一 1668    曲 ・ 外 ・ 描 ・ 形 ・ 沸 ・ ひ仁 
町田市下小小山田町Ⅰ 鶴 1 0427-97-1511 
  
東京都寺車立川保健所 立川市柴崎双 2 一 21 一19 042(524)5171( 代 ) 
  
    
  
荒言   硝 








東京都府中小金井保健所府中市府中町 一 30 日 0423(62)2334( 代 ) 
  








?    
?
?????????????
1 府中市是政 町肝 ㏄   0423-62-6141   戸沖山リト 接。 耳 ・ 皮 
  
  
典 島 病 院    
㌻府中市晴見町 1-20 ・ 0%23% 45580  脚・ 消・ 笛 ・ 外 ・ 網ゆハ 
? ?
梓呼 ・ 抑 ・ /J 、 ， 糠 ， 神 ， 件 ・ 艇 ・ 形 ・ 肌 ， ll    府中市武蔵 野台 2- Ⅰ 1  0423-23-5111   鹿琳 ， 眼 ・ 耳 ・ 授ひ ・ 櫛ゆハ ・ 雄 ・ 麻   
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9 : 平成 1 4 年度 ; 国士館大学多摩キャンパス 課外活動クラブ 一覧 
多摩市覚局番 (042 一 339 
  








クラフ 名 后町者名部長 Ta  / 藍下 十 @  所 屈 内線 外棟 





@ 朋式 @ 03 




展ノ ・体育 牛艇 6 宿 53  7221   竜湘蒋 
4j け ， メフトテ こ 有頂 保 細 部 授 枯 詩学 卸 &glm  ね 08  
河竹 
  
@m   牡   
ストリートダ 牧 亮 部長 沖背 宇都 6413  7a49   
何 % 部 ( 女子 ) 
?
?????????????     Ⅰ ，竿 
 
@Y げ胡 @r ⅥⅠ目柱 。 ぜ仕 
    











十   
  
1 10; 国士館大学が 加入している 芋虫 "". 、 ， 究 災害 ・ n ト @,. 、 ・ ノ Ⅰ ( 全 ・ オ Ⅱ 入 ) 
ガ 一本 故や憶害が襄 生した 拐 合は 、 先ず、 学生・ 軍 生保 舶え 付けの「 苧枚 通知八方 キ 」に必要 手項を 
駐 人の上、 学生・ 伍 生理に挺出して 下さい。 治僚 が完了したら、 再度学生・ 席生擦で柑求 手枕きを 涛 
ませて下さい。 保 焼金が支払われる 穿故 の 俺田 ( 樋傑膣韻 ) と 体技金額 は、 ・ F 表のとおりです。 
なお，絆しくは オリェ ンテーシ 垂ン の際に記 有 した「学生致 育 研究災害 侍田佛按 のしお 旺 」をき俄し 
て了きい。 
Ⅰその他の録 拝 
「 宙 土塊大学同窓会Ⅰでも、 在校生女 技ゆ 一群としてⅡ学生総合 桿好 制度Ⅰ ( 任濫 加入 ) を設けでい 
ます。 ????
， t  ⅠⅡわ 
二ⅠⅠ w Ⅰ 五
  
11: 平成 14 年度，国士館大学多摩キャンパス 課外活動クラフ ; 
賠償・傷害保険 ( 任意加入 ) 状況 
  クラプ   
1 " Ⅰ " Ⅰ 項目 l 宿 訂 孝保険 @  倍 害 ・賠償保険 合宿・ 達 往時の性 接 l 一大全 拮ぬ 時の田 肱 @  億 考 
横斜 : l.500 円 /人 
高 賠償 : l60 万円 
保険料 : 9,000 円 / 人 
刈 ルブットが - 加部 無 最高 賠棋巧 億円 無   接近妨害 : 500 万円 
エイトリフティ リ ・ 部 無 無 無 
保険料 : l,200 円ツ人 
準 硬式野球部 無 無 最高 賠使 :2.000 万円 
曲 高低 害 : 2,l20 万円 
保険料 : l.500 円 / 人 保険料 : 350 円/ 人 
新体操部 無 % 高 賠篠 : 1 億円 無 参加大会全般適用 
  害 : 穏鍍 万円     
  
  宿 ・ 






    
Ⅰ ノ Ⅰ 
Ⅰ 
??
    10: 国士舘大学が 加入している 学生教育研究災害傷害保険 ( 全員加入 ) Ⅰ ??
ガ （ 碍拙や帝古が 洋生した 穏吾は、 先ず。 宇土，単坐繰 俺 え付け 坤仁サ杜丑知ハ 、 ガキ」に 必接 再現を 
岳人の上、 宇 生 ， 革 生理 に俺 出して下さい 市治 俺か斑了 したら、 稗田牙虫・が 圭楳で 排球 手伎 きを 洸 
ませて千き ぃ 。 紬肚圭か 支払われる む故申穏串 ( 担 Ⅰ と保 換金 捷は 、 下在のとおりです。 
なお、 辞しくは オげよ ンチーシ 手ンの 臆に 硅お した「 亭生 杜甫研究推古幹打桶 接 のしおり」を 垂 思し 
て下さい " 
Ⅰそめ他の保障 
「面 上柵 大学何曲金Ⅰでも、 硅枝 生麦 仮 の一 % として「 革圭 % 台 保印肺担 』 ( 任意杣人 ) を 桂 けて ぃ 
まサ 。 
  
Ⅰ  十館大学 勤麒 キャンパス課覚活動クラフ ; 
( 任意加入 ) 状況   ??
  フ    













                  





          
              
l ㎜ 憶ヰ 1 
  
・ 揮坤輯 ・ ，細 り 己考臆  鰯  
鍍 輔け   紬翰口 @.:;;;;). 事 @[<r 百 @  牡題   
  
  
審   
?
スポーツ 莱 Ⅰ 卸 Ⅱ 1 
  
無   繍 括 宙胎接 :6a0 万円 
  
繍 :. 的山百日 且苗硅世珊 ， 000 。 万円 火災 
宙忙垂 ; 古碑万円柱 笘 田田， 軋 0 ㎝万円 
Ⅰポ - ツ 蕪 「向拝金」 1 
Ⅰ 川ソラトチ ニス 億   穏 
・ ラ イアス 曲 何灯 全 臆 卸 




ブユ ンシンケ同好会 l 穏 無   帝 
Ⅰ 




















1 １   
12: 平戊 14 年度 
???????????????????








    
  
        
  1@ 1@  6H$            
1. 曲ブ廿  ア一   一 円    
t Ⅰ l  Ⅰ   
@ チ リ・ - 
止と ． @   ケ沖  
O 5 
  
f   w<   
6J I ㎝ J  [ 7p   .[ %  旺 ・ ヂ 4 がW.     描 ‥ 細卸荻 腋 引 ⅠⅠ 時十甘  Ⅱ輝人 挽 麻木山． 協  
亜 Ⅱ・ 肋ラ亜オニ : と   
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笘 ・ 7P84  人 
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監 俺 / スホー ッ丁故 防止対策小乗具 会 
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